
 

 

 

 

 

「令和 7 年度園芸文化賞」の受賞者が決定いたしました。定時総会終了後に表彰式と記念講演、受賞者を交えて

の懇親会を開催いたします。表彰式・記念講演のみの参加も可能です。（10 席限定）会員様以外でもご参加いた

だけます。お席に限りがございます。お申込みはお早めに。 

令和 7 年 6 月 16 日（月） １4：00～１7：30（予定）  

東天紅上野店 ルナホール 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
■園芸文化協会会員の皆様へ  

表彰式、記念講演にお申し込みの会員様も、定時総会の出欠は別紙にてご連絡いただきますようお願いいたします。 
■メディアの皆様へ  

取材いただけるメディアの方は「掲載メディア名」「掲載予定日」を事務局までお知らせ願います。なお席数には限りがございます。
先着順で受付させていただきますのでお早めにご連絡いただきますようお願いいたします。 

                                                                                                      

FAX  03(5803)6341       参加申込書（表彰式・記念講演）        申込日：    月    日 
（ふりがな） 

●お名前 

●お申込内容 〇をおつけください 

 １ 表彰式・記念講演・懇親会に参加   ２ 表彰式・記念講演のみに参加 

●園芸文化協会の会員で   ある ＊   ・  ない 

 *「ある」の方：ご所属の団体名および社名（                         ） 

  定時総会の出欠は別紙にてご連絡をお願いいたします。 

●郵便番号・ご住所・ご連絡先 

〒   -                                        

電話：    （     ）      ファクス：    （     ）         

携帯電話：                       Ｅメール：                        

公益社団法人 園芸文化協会 

「令和 7 年度園芸文化賞」表彰式・記念講演 / 懇親会 

●本申込書にご記入いただいた個人情報は当催事および関連する案内等に使用いたします 

 

◆タイムテーブル  総会終了後の開催につき、開始が遅れる場合もございます。 

１４:00  「令和 7 年度園芸文化賞」 表彰式・記念撮影  

１4:30  受賞者による記念講演 

〔受賞者〕金澤美浩様 西口郁夫様・孝子様 ジャパンフラワーセレクション実行協議会様  ＊紹介裏面 

１6:00  懇親会 （17：30 終了予定）             

◆参加費 表彰式・記念講演・懇親会 園芸文化協会会員：8,000 円  一般：9,000 円 

         表彰式・記念講演のみの参加（10 席限定）：園芸文化協会会員：3,000 円 一般：4,000 円 

◆定員  70 名  ◆締切  6 月 9 日（月） （先着順にて受付・定員になり次第締切） 

◆申込方法 「参加申込書」または下記事項をご明記のうえ【FAX】【メール】【郵便】でお申込ください。 

         園芸文化協会のホームページからもお申し込みいただけます。https://engeibuka.com 

◆お申込み・お問合せ  

公益社団法人園芸文化協会  

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-20-７安藤ビル 202 号室  

電話：０３（５８０３）６３４０ FAX：０３（５８０３）６３４1 メール：enbun@soleil.ocn.ne.jp  

 



令和 7 年度園芸文化賞 受賞者紹介 

金澤 美浩（かなざわ よしひろ）有限会社矢祭園芸 代表取締役 

園芸が定着していなかった地で花を育て、地域農業を活性化したほか、多品目の生産と育種を行い、

メディアを通じて一般に広めた。また多くの研修生を輩出し後進育成にも尽力され、園芸文化の向上

と発展に大きく寄与した。 

西口 郁夫（にしぐち いくお）植木鉢収集家 元三重県職員 

西口 孝子（にしぐち たかこ）植木鉢収集家 元四日市市職員 

江戸時代から明治時代に日本各地で作られた植木鉢の収集、およびその来歴調査を行い、それらを冊

子にまとめて発表するなど、園芸文化の研究、保存において顕著な功績を残され、園芸文化の向上と

発展に大きく寄与した。 

ジャパンフラワーセレクション実行協議会 

日本における花き業界初の全国規模の新品種コンテストとして 2006 年にスタートし、新品種の普及

および育種の振興、育種家の地位向上に寄与した。また「フラワー・オブ・ザ・イヤー」ほか受賞作

品の情報を一般消費者に向けて発信し、育成者や種苗メーカーとユーザーをつなぐなど園芸文化の向

上と発展に貢献した。 

（50 音順 敬称略）   

 

◆「園芸文化賞」とは◆ 
「園芸文化賞」「園芸文化特別賞」は、わが国の園芸文化の発展向上に貢献された個人および

団体の功績を讃え、永く伝えていくことを目的に、1977（昭和52）年に創設されました。その

後「ガーデンライフ」の初代編集長である小松崎英男氏からの基金と遺志にもとづき、すぐれ

た著作物を発表された個人および団体に対し表彰する「小松崎賞（現小松崎園芸文化賞）」も

創設されました。これまでに各賞あわせて149名・１団体・4作品が受賞しております。 

◆会場のご案内


